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海 外 出 張
（ ～ ）H 1 3 . 4 6

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

白戸 康人 地球環境部 中国 中国における砂漠化に伴う環境資源変動評 要請出張H13. 4.10
価のための指標開発に関する研究 ～ 中国科学院H13. 4.18

石井 英夫 化学環境部 ドイツ 第13回国際ラインハーツブルンシンポジウ 研究交流促進法H13. 5.12
ムに出席 ～ 第５条H13 5.17

八木 一行 地球環境部 中国 中国における環境保全型農業生産技術の評 要請出張H13. 5.22
H13. 6.15 JIRCAS価と開発に関する研究 ～

伊藤 一幸 中国 第18回アジア太平洋雑草学会に出席 研究交流促進法生物環境安全部 H13. 5.27
～ 第５条H13. 6. 2

河部 暹 韓国 組換え体安全性評価研究セミナーに出席 要請出張生物環境安全部 H13. 6. 1
～ 韓国生物学・生H13. 6. 3

物工学研究所

林 陽生 地球環境部 気候変動枠組条約（豪GHG目録レビューへ 要請出張オーストラリア H13. 6. 2
の専門家派遣） ～ 農林水産省総合H13. 6. 9

食料局

藤井 義晴 アメリカ 第10回太平洋科学中間会議に出席 研究交流促進法生物環境安全部 H13. 6. 2
～ 第５条H13. 6. 7

大野 宏之 地球環境部 アメリカ 第４回雪氷学におけるリモートセンシング 研究交流促進法H13. 6. 3
シンポジウムに出席 ～ 第５条H13. 6.10

岡本 勝男 地球環境部 スペイン 生態系と持続的開発2001に出席 研究交流促進法H13. 6. 4
～ 第５条H13. 6.10

横沢 正幸 地球環境部 スペイン 生態系と持続的開発2001に出席 研究交流促進法H13. 6. 4
～ 第５条H13. 6.10

プロジェクト宮田 明 地球環境部 アメリカ 現地観測調査（地球環境変化に伴う北極域 委託H13. 6. 6
H13. 6.14陸域生態系の温室効果ガス収支の変動解明 ～

とデータの統合化）

鶴田 治雄 地球環境部 タイ アジア地域における大気エアロゾルの広域 要請出張H13. 6.26
分布とその化学特性に関する研究 ～ 科学技術振興事H13. 7. 1

業団

依 頼 研 究 員
氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H13. 6. 1川越 洋二 宮崎県総合農業試験場 微生物機能ユニット メロンの土壌病原菌の生存増殖に影響を与え
H13. 8.31る拮抗微生物の同定 ～

技 術 講 習
氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H13. 4. 1倉田 斉 東京農工大学 温室効果ガスチーム 安定同位体比測定用質量分析計による安定同
H14. 3.31位体の測定 ～

H13. 4. 1秋田 佳子 東京農工大学 温室効果ガスチーム 安定同位体比測定用質量分析計による安定同
H14. 3.31位体の測定 ～

H13. 4. 1堀元 栄枝 新潟大学大学院 化学生態ユニット マメ科牧草，ヘアリーベッチ前作圃場におけ
H14. 3.31る雑草抑制機構 ～

研 究 ・ 技 術 協 力
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氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Estela A. ALS H13. 4. 1筑波大学大学院 植生生態ユニット 阻害除草剤抵抗性雑草の抵抗性検定及
Blancaver ALS H14. 3.31び 遺伝子の解析 ～

H13. 4. 2片岡 智 茨城大学大学院 土壌微生物利用ユニ キチナーゼ遺伝子導入細菌によるバイオコン
H14. 3.31ット トロール技術の開発 ～

H13. 4. 2沼田 慎一 東京農工大学大学院 土壌微生物利用ユニ キチナーゼ遺伝子導入細菌によるバイオコン
H14. 3.31ット トロール技術の開発 ～

H13. 4. 9塚田さゆり �欣膳 土壌微生物利用ユニ シミュレーションモデルによる数理解析法の
H14. 3.31ット 修得と液クロおよびガスクロによる各種除草 ～

剤分析法

H13. 5. 1原園 愛子 興和総合科学研究所 土壌微生物利用ユニ ライシメータを用いた土壌中での内分泌かく
H13.11.30ット 乱物質の挙動の解析法および内分泌かく乱物 ～

質分析法

H13. 5. 7角田 淳 明治大学農学部 微生物機能ユニット 細菌の遺伝子やゲノムの構造を解析するため
H14. 3.31の技術 ～

H13. 5. 7矢頭 秀幸 名古屋大学大学院 フラックス変動評価 水田における温室効果ガスフラックスの観測
H14. 3.31チーム 及び研究 ～

H13. 5.14小室 幸子 岐阜大学 微生物機能ユニット 植物共存細菌における抗菌活性機能と植物生
H13.12.28育促進効果 ～

H13. 5.14大和田章衣 茨城大学大学院 土壌化学ユニット 土壌－植物系におけるカドミウムの動態
H14. 3.31～

H13. 5.16塩谷純一朗 東京農業大学 微生物分類研究室 微生物の分類・同定
H14. 3.31～

H13. 6. 1間野 正美 千葉大学大学院 フラックス変動評価 自然生態系における温室効果ガスフラックス
H14. 3.31チーム の観測的研究及びモデル化による収支評価研 ～

究

H13. 6.11大崎 佳徳 放射性同位体分析研 イオンクロマトグラフを用いた土壌および作高知県農業技術センター
H13. 6.22究室 物体中のヨウ素分析法 ～

その他の研究・研修
氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H13. 4. 1石塚 直樹 重点研究支援 派遣研究員 リモートセンシング リモートセンシング技術の高度化によ
H14. 3.31協力員事業 ユニット る陸域植物生産量の推定 ～

H13. 4. 1叢 敏 重点研究支援 派遣研究員 リモートセンシング リモートセンシング技術の高度化によ
H14. 3.31協力員事業 ユニット る陸域植物生産量の推定 ～

H13. 4. 1富久尾 歩 重点研究支援 派遣研究員 リモートセンシング リモートセンシング技術の高度化によ
H14. 3.31協力員事業 ユニット る陸域植物生産量の推定 ～

H13. 4. 1穴沢 道雄 重点研究支援 派遣研究員 リモートセンシング リモートセンシング技術の高度化によ
H14. 3.31協力員事業 ユニット る陸域植物生産量の推定 ～

H13. 4. 1陳 金華 重点研究支援 派遣研究員 リモートセンシング リモートセンシング技術の高度化によ
H14. 3.31協力員事業 ユニット る陸域植物生産量の推定 ～

COP H13. 4. 1永井 秀幸 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 の政府間協議を支援する生態系6

H14. 3.31協力員事業 チーム 温室効果ガス収支データの蓄積とデー ～
タベースの展開に関する研究

Gwang COP H13. 4. 1重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 の政府間協議を支援する生態系6

Hyun Han H14. 3.31協力員事業 チーム 温室効果ガス収支データの蓄積とデー ～
タベースの展開に関する研究
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氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

COP H13. 4. 1山田 智康 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 の政府間協議を支援する生態系6

H14. 3.31協力員事業 チーム 温室効果ガス収支データの蓄積とデー ～
延世大学 タベースの展開に関する研究

COP H13. 4. 1小野 圭介 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 の政府間協議を支援する生態系6

H14. 3.31協力員事業 チーム 温室効果ガス収支データの蓄積とデー ～
タベースの展開に関する研究

H13. 4. 1西原 英治 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入・侵入植物の
H14. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H13. 4. 1大前 義男 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入・侵入植物の
H14. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

Zahida H13. 4. 1重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入・侵入植物の
Iqubal H14. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H13. 4. 1服部 眞幸 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入・侵入植物の
H14. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H13. 4. 1加茂 綱嗣 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入・侵入植物の
H14. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H13. 4. 1池田 健一 生研機構 派遣研究員 微生物生態ユニット 病原性低下因子利用による果樹類紋羽
H14. 3.31病の遺伝子治療 ～

H13. 4. 1中村 仁 生研機構 派遣研究員 微生物生態ユニット 病原性低下因子利用による果樹類紋羽
H14. 3.31病の遺伝子治療 ～

H13. 4. 1鈴木 勝久 生研機構 派遣研究員 土壌微生物利用ユニ 単環芳香族化合物分解系の多様性と分
H14. 3.31ット 解機構に関する研究 ～

H13. 4. 1劉 生浩 生研機構 派遣研究員 土壌微生物利用ユニ 単環芳香族化合物分解系の多様性と分
H14. 3.31ット 解機構に関する研究 ～

Perigio B. H13. 4. 1生研機構 派遣研究員 土壌微生物利用ユニ 単環芳香族化合物分解系の多様性と分
Francisco, H14. 3.31ット 解機構に関する研究 ～
Jr

Weigou H13. 4. 1中国 温室効果ガスチーム 熱帯アジアの土地利用変化が陸域生態エコフロンティア
Cheng H14. 3.31フェローシップ 系からの温室効果ガスの発生・吸収量 ～

に及ぼす影響の評価に関する研究

Matthias H13. 4. 1ドイツ STAフェロー 土壌生化学ユニット 作物の低リン酸耐性機構の解明とその
Wissuwa H14. 3.31シップ 遺伝的改良法 ～

H13. 4. 1中谷 至伸 特別研究員 昆虫分類研究室 農域生態系における微小カメムシ類の
H14. 3.31分類同定法と種多様性の解明 ～

H13. 4. 1光永 貴之 特別研究員 導入天敵農薬の土着天敵に対する競争導入昆虫影響ユニット
H14. 3.31能力評価のための数理生態学的研究 ～

H13. 4. 1楊 宗興 東京農工大学 客員研究員 温室効果ガスチーム 森林生態系に負荷される窒素の窒素安
H14. 3.31定同位体比の解明 ～
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